
日本の火山活動や、火山がもたらす
もの（災害や恵み）について調べる。

自分が住んでいる地域の、地形や地
質、その上に育まれた人々の歴史や
文化、動植物の生態系について調
べ、以前から変化したことはないか
調べる。その原因は何かを考え、それ
に対する自分なりのアプローチを考
える。

阿蘇火山博物館ホームページ
http://www.asomuse.jp/

●受入期間／通年　9：00～17：00
●受入人数／全クラス　※要相談
●実施場所／阿蘇火山博物館、阿蘇中岳周辺、杵島岳周辺、他
●料　　金／フィールドワーク（60分～90分）1,200円～1,900円
　　　　　　※コース、小・中・高によって料金が異なります。
　　　　　　ミュージアムツアー（60分～90分）小700円・中1,100円・高1,200円

生きている地球の鼓動を実感

◎大地の生命を感じる、阿蘇中岳火口コース
◎360°パノラマ景観、杵島岳コース
◎大地と水、牛と草原　草千里ヶ浜コース
＋阿蘇火山博物館ミュージアムツアー
（①火山と共存するあそもんから学ぶ防
災②火山と共存するあそもんから学ぶ
SDGs）

　阿蘇地域は、2014年9月ユネスコ世界ジ
オパークに認定され、カルデラや火山活動
にともなう景観などが学習や観光の素材と
して価値があることが認められました。火山
が作る地形や地質に関するものや、周辺に
広がる草原やそこに生きる様々な野の花等
を観察し、阿蘇火山の成り立ちや火山の恵
み、火山と人々の関わりについて学びます。
　阿蘇火山博物館の学芸員やスタッフが、
火山を入り口にSDGsに沿ったテーマで解
説します。

■ミュージアムツアー　博物館で阿蘇
の概要を学ぶ 

　阿蘇カルデラ形成から最近の火山活動、
阿蘇と他の火山の違いなど、阿蘇での学習
に必要な基礎知識を学ぶことができます。

■火山と共存する阿蘇もんから学ぶ防災 
　博物館で防災・減災ついて考える
 阿蘇はここ数年、水害や噴火、地震などの
災害に見舞われてきました。阿蘇の事例をも
とに防災・減災について考えてみましょう。

■火山と共存する阿蘇もんから学ぶSDGｓ
　人と草原と生態系の関わりを学ぶ
　人の営みによって造られた草原に根付い
た阿蘇の環境をベースに持続可能な環境保
全とライフサイクルについて学びます。講和
後に、草原を散策すると、踏みしめる1歩1歩
に価値が変わります。

■火山と共存する阿蘇もんから学ぶ水の探求 
　熊本・阿蘇の恵「水」。熊本の宝である地
下水の大切さ、後世に確実に守り伝えるべく
取り組みや水循環の重要性について考えま
す。

■草千里フィールドワーク　人が創った草
原から地球環境の過去と未来を考える

　阿蘇の草原には希少な動植物が多数生
息しています。子の草原は人の手でつくられ、
1000年以上にわたり維持されてきました。こ
の草原環境の今昔から「作る責任」と「使う
責任」について考えてみてください。

■中岳火口フィールドワーク 観光防災か
ら自然と共生する工夫について考える

　活動が活発な火山「中岳」という危険なス
ポットを観光の目玉としてきた阿蘇では災害
への対策も盛んに行われてきました。我々が
如何に各々の土地をより安全且つ過ごしや
すいものにしていくか考えるきっかけにしてく
ださい。

■杵島岳フィールドワーク　自然と共生
できるライフスタイルついて考える

　阿蘇は活火山を有するカルデラの中に人
が住んでいる世界でも極めてまれな地域です。
この地域には様々な災害にめげず、火山と共
存してきた知恵と工夫が隠れています。持続
可能なまちづくりのヒントがみつかるかも。

　阿蘇五岳のなかで、現在も活発に火山
活動を続ける中岳。
　７つの火口からなり、周囲４km、深さ
150ｍにもおよぶダイナミックな景観が魅
力です。
　火口見学（Bゾーン）では火口底を見る
事が出来ます（気象による）。活動中の第
１火口からは、ゴーゴーと音がし、激しく噴
煙をあげる様子は、まさに、生きている地
球を実感できます。

阿蘇中岳火口見学エリア「Ｅゾーン」
令和５年８月10日オープン

【特徴】
　新見学エリアは既存エリアの北西に位
置し、第１火口のほぼ全形が見えます（気
象状況による）。
　使用時以外は常時立入禁止。

【見学条件】
　以下の２つの条件を満たしたときに見
学ができます。
◎火山ガスの発生などにより従来からあ

る一般の見学エリア「Ｂ1,B2ゾーン」に
立ち入りができないとき。

◎新見学エリア「Ｅゾーン」の火山ガスや
風速が基準値未満のとき。

●阿蘇山火口見学バス　火口シャトル
　定員32名（40分～50分間隔）片道5分　片道運賃600円
●阿蘇山公園道路通行時間
　夏季／ 3月20日～10月31日　8：30～18：00（17：30ゲート閉門）
　秋季／11月 1日～11月30日　8：30～17：30（17：00ゲート閉門）
　冬季／12月 1日～ 3 月19日　9：00～17：00（16：30ゲート閉門）
※呼吸器疾患・心臓疾患がある方は見学出来ません。
※阿蘇山公園道路使用料が必要です。
 

阿蘇中岳火口見学

【施設概要】
ＲＣ平屋227㎡（休憩スペース、救護室、ト
イレ、屋外テラス）
◎避難収容人数⇒200人
◎火山ガスの流入防止（エアカーテン、ガ
ス自動制御換気システム）
◎噴火対策（内閣府が定める退避壕の最
高値である直径50㎝の噴石に耐える
屋根、47ｍの防護擁壁）

◎阿蘇中岳火口からは有害な火山ガスが
発生しています。ぜん息・気管支疾患・
心臓疾患・体調不良の方は、火口見学
をお断りしています。
　火山活動の状況等により、安全確保の
ため立入規制を行います。あらかじめご
了承ください。

■阿蘇山火口避難休憩所

阿蘇市観光協会　http://www.asocity-kanko.jp/
TEL 0967-34-1600／FAX 0967-32-2733 〒869-2307 熊本県阿蘇市小里781

（注）年中無休ですが、火山活動等により
　　立入規制がかかる場合があります。
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